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増減率平均受け入れ人数（人）
Q 昨年と今年の4月の臨床実習受け入れ予定人数（理学療法士のみ）をお答えください。
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平均受け入れ予定人数（人） 増減率

Q 昨年と今年の4月末時点における当該年度の臨床実習受け入れ予定人数（理学療法士の
み）をお答えください。
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Q 令和2年4月以降、施設として臨床実習受け入れを行っていますか。
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沖縄県 (n=12)
鹿児島県 (n=39)
宮崎県 (n=20)
大分県 (n=27)
熊本県 (n=41)
長崎県 (n=40)
佐賀県 (n=15)
福岡県 (n=97)
高知県 (n=11)
愛媛県 (n=34)
香川県 (n=21)
徳島県 (n=9)
山口県 (n=39)
広島県 (n=67)
岡山県 (n=36)
島根県 (n=16)
鳥取県 (n=17)

和歌山県 (n=20)
奈良県 (n=23)
兵庫県 (n=90)
大阪府 (n=121)
京都府 (n=38)
滋賀県 (n=21)
三重県 (n=25)
愛知県 (n=107)
静岡県 (n=71)
岐阜県 (n=37)
長野県 (n=34)
山梨県 (n=12)
福井県 (n=21)
石川県 (n=30)
富山県 (n=16)
新潟県 (n=36)

神奈川県 (n=130)
東京都 (n=155)
千葉県 (n=79)
埼玉県 (n=98)
群馬県 (n=49)
栃木県 (n=21)
茨城県 (n=37)
福島県 (n=42)
山形県 (n=22)
秋田県 (n=15)
宮城県 (n=19)
岩手県 (n=25)
青森県 (n=23)
北海道 (n=139)

はい いいえ
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Q 受け入れを行っていないのは、新型コロナウイルス感染症の影響によるものですか。
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福岡県 (n=74)

高知県 (n=10)
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香川県 (n=19)

徳島県 (n=7)

山口県 (n=34)
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京都府 (n=31)

滋賀県 (n=19)

三重県 (n=20)

愛知県 (n=71)

静岡県 (n=45)

岐阜県 (n=27)

長野県 (n=25)

山梨県 (n=6)

福井県 (n=19)

石川県 (n=25)

富山県 (n=15)

新潟県 (n=30)

神奈川県 (n=104)

東京都 (n=127)

千葉県 (n=59)

埼玉県 (n=69)

群馬県 (n=36)

栃木県 (n=13)

茨城県 (n=26)

福島県 (n=33)

山形県 (n=19)

秋田県 (n=12)

宮城県 (n=19)

岩手県 (n=14)

青森県 (n=16)

北海道 (n=110)

はい いいえ



Q どのような状況になれば臨床実習を受け入れますか。
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愛媛県 (n=29)
香川県 (n=19)
徳島県 (n=7)
山口県 (n=34)
広島県 (n=54)
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鳥取県 (n=9)

和歌山県 (n=11)
奈良県 (n=21)
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京都府 (n=31)
滋賀県 (n=19)
三重県 (n=20)
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静岡県 (n=45)
岐阜県 (n=27)
長野県 (n=25)
山梨県 (n=6)
福井県 (n=19)
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東京都 (n=127)
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栃木県 (n=13)
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北海道 (n=110)

コロナ終息宣言があれば受け入れる 終息宣言が出ても悩む 終息宣言が出ても今年は断る その他
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Q 受け入れ学生の所属地についてお答えください。
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鹿児島県 (n=18)

宮崎県 (n=8)
大分県 (n=10)
熊本県 (n=8)
長崎県 (n=7)
佐賀県 (n=6)
福岡県 (n=23)
高知県 (n=1)
愛媛県 (n=5)
香川県 (n=2)
徳島県 (n=2)
山口県 (n=5)
広島県 (n=13)
岡山県 (n=9)
島根県 (n=3)
鳥取県 (n=8)

和歌山県 (n=9)
奈良県 (n=2)
兵庫県 (n=14)
大阪府 (n=34)
京都府 (n=7)
滋賀県 (n=2)
三重県 (n=5)
愛知県 (n=36)
静岡県 (n=26)
岐阜県 (n=10)
長野県 (n=9)
山梨県 (n=6)
福井県 (n=2)
石川県 (n=5)
富山県 (n=1)
新潟県 (n=6)

神奈川県 (n=26)
東京都 (n=28)
千葉県 (n=20)
埼玉県 (n=29)
群馬県 (n=13)
栃木県 (n=8)
茨城県 (n=11)
福島県 (n=9)
山形県 (n=3)
秋田県 (n=3)
宮城県 (n=0)
岩手県 (n=11)
青森県 (n=7)
北海道 (n=29)

県内のみ 県外のみ 両方含む
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Q 臨床実習生を受け入れることに対する抵抗感（感染症リスクへの不安感）についてお
答えください。
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沖縄県 (n=3)
鹿児島県 (n=18)

宮崎県 (n=8)
大分県 (n=10)
熊本県 (n=8)
長崎県 (n=7)
佐賀県 (n=6)
福岡県 (n=23)
高知県 (n=1)
愛媛県 (n=5)
香川県 (n=2)
徳島県 (n=2)
山口県 (n=5)
広島県 (n=13)
岡山県 (n=9)
島根県 (n=3)
鳥取県 (n=8)

和歌山県 (n=9)
奈良県 (n=2)
兵庫県 (n=14)
大阪府 (n=34)
京都府 (n=7)
滋賀県 (n=2)
三重県 (n=5)
愛知県 (n=36)
静岡県 (n=26)
岐阜県 (n=10)
長野県 (n=9)
山梨県 (n=6)
福井県 (n=2)
石川県 (n=5)
富山県 (n=1)
新潟県 (n=6)

神奈川県 (n=26)
東京都 (n=28)
千葉県 (n=20)
埼玉県 (n=29)
群馬県 (n=13)
栃木県 (n=8)
茨城県 (n=11)
福島県 (n=9)
山形県 (n=3)
秋田県 (n=3)
宮城県 (n=0)
岩手県 (n=11)
青森県 (n=7)
北海道 (n=29)

抵抗感はない 抵抗感がある あまり抵抗感はない
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26.6%

53.5%

13.3%

14.5%

50.5%

67.1%

17.1%

22.7%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

マニュアルの整備

実習時間の短縮

実習期間の短縮

公衆衛生に関する教育

実習生やその家族の感染リスクに関する理解

個人防護服の装着

実習開始から2週間の患者や利用者の接触禁止

実習生のPCR検査の実施

Q 実習生を受け入れる際に、施設側として必要な条件をお答えください。 ※複数選択
n＝2,097
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挙げられていた記載内容

●今年度の実習への影響
• 依頼元の養成校より実習中止の連絡がきている。
• 実習期間の短縮要請が養成校よりあった。
• 施設としては受け入れるつもりだが、養成校側が取り下げている。
• 受け入れたいが、施設としては医療が優先となるので、感染者を出
さないようにしなくてはいけないため受け入れは難しい。

• どういった状況になれば受け入れしてよいものか分からない。
• リハビリ室がコロナ外来となり教育できる環境でなくなった。
• コロナ終息まで受け入れは難しい。
• 延期することで一時期に実習生が集中してしまう見込み。
• 実習生の感染対策に対する意識が薄いようにも感じ、病院側として
不安がある。

• 実習期間中に罹患する可能性があるため、感染リスクについて学生
や家族にご理解いただく必要がある。
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挙げられていた記載内容

● 雇用や就労に関する影響
• 新規採用が減少する可能性がある。
• 次年度採用者の新人教育が大変になる。
• 新卒者は経験実績がなく就職するため配慮が必要と思われる。
• 就職後の知識不足。
• 臨床実習の経験がない者がいると、新人教育システムの見直しが
必要となる。

• 来年の新卒はあまり積極的に採用したくない。卒後教育が例年よ
り大変になると考えられるため。
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